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１．概要（Summary） 

近年、昆虫テクノロジーを利用し、匂い物質を高感度、

高選択的に検出するセンサに注目が集まっている。利用

者らは昆虫嗅覚受容体に着目した匂いセンサの開発を進

めている。本課題では、昆虫嗅覚受容体を発現させた昆

虫培養細胞 (Sf21)、すなわち「センサ細胞」と、電界効果

トランジスタ (FET)を融合した新しいバイオハイブリッドセ

ンサの開発を実施した。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 高速大面積電子線描画装置 
 ステルスダイサー 
 半導体パラメータアナライザー 
 形状・膜厚・電気評価装置群 
【実験方法】 

VDEC の装置を利用し、昆虫嗅覚受容体の匂い応答

を電気信号として検出可能な伸長ゲート電極型 FET デ

バイスを構築した。本デバイスは100 x 100 µm2の電極サ

イズを持ち、複数のセンサ細胞を播種可能であり、細胞か

らの電気信号を増加することが期待できる。伸長ゲート電

極にはAl2O3膜がスパッタリングによって形成されている。

本課題では、センサ感度の向上のため、ファラデーケージ

と除振装置を用いてノイズ低減を図った。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

本課題では、ファラデーケージと除振装置を使用するこ

とにより、それらの装置を設置しない場合と比較して、ドレ

イン電流のノイズが1/2程度まで低減できることを確認した 
(Figure 1)。これにより、低濃度の匂い物質検出や、応答

検出のピークを明確にすることが期待できる。 
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Figure 1: Noise levels of the sensor without/with 
a Faraday cage. Data represent mean ± SEM of 
drain-current noise levels (N = 3 individual tests, 
Student’s t-test value, **P < 0.01). 
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